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論文内容の要旨 

 
ファッションデザインの際に、ファッションのイメージを最初に形にして描いたものが、被服

設計用ファッションイラストレーション、すなわちファッションデザイン画であるが、日本の服

装学部系の大学や専門学校を中心に教授されているファッションイラストレーションは、被服制

作目的で描かれるこの被服設計用ファッションイラストレーションを中心として発展してきた。

しかし、ファッションデザイン画とそれを基に制作された被服作品との間の印象の違いが非常に

大きいという問題は２０世紀から現在まで何度も繰り返し指摘されてきた。このため申請者は、

ファッションイラストレーションの表現描法について多面的な研究を行い、被服をイメージに近

い形で作れる設計図を描くための新たな描法の開発と、描き手に内在するファッションイメージ

をより表現しやすい描法の開発を行い、その有用性を検証している。 

第１章では、研究の背景と目的を述べている。 

第２章では、ファッションイラストレーションの定義に基づいて、その分類を行っている。 

 ファッションイラストレーションは、応用芸術として分類されるイラストレーションとしてフ

ァッションを表現するという性質上、様々な分野においてその調査研究が行われているが、これ

までファッションイラストレーションの視点から分野を横断して検討した例はなかった。 

第３章では、日本での情報伝達用ファッションイラストレーションの変遷について考察してい

る。次に第４章では、被服設計用ファッションイラストレーションの変遷について考察している。

さらに、第５章ではファッションイラストレーションの従来の描法について検討を行っている。

これらの考察と検討の結果、過去から現在まで継続している描法、最近になって発生した描法、

過去には隆盛していたが現在は衰退している描法、およびこれから開発することが望ましい描法

の存在を明らかにしている。これらの知見等に基づいて新たな描法の開発に結びつけている。 

第６章では、情報伝達用ファッションイラストレーションにおける新描法を開発している。フ

ァッションイラストレーションの表現の要は、美しさ、軽快さおよび新鮮さであるが、美しくて

も皮相的な印象表現になりやすいという危険が常につきまとうという問題を抱えている。これを

解決するために、作品制作を行う際に大切な初期イメージの鮮度を保ったまま、また、作者の抱

くイメージをより表現できる一手法として、水墨画の描法を取り入れたファッションイラストレ

ーション新描法の理論を構築している。そして、実際にそれに基づく作例を試作し、作例から受

ける印象の定量的評価による描法の検証、ならびに作品の制作発表を行っている。 

第７章では、被服設計用ファッションイラストレーションにおける新描法の開発を行っている。

被服造形の平面作図に近い手法で描ける意匠図の新作画システム（意匠図原型作画方式）を提案

し、より正確な被服の設計図が描けることを検証している。また、被服設計用ファッションイラ
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ストレーションの描画に取り組み易くするために、漫画をファッションデザイン画教育に取り込

んで活用する応用描法の開発も行っており、目、顔幅、プロポーションならびに被服の構造線の

描き方がファッションデザイン画らしさと漫画らしさを分ける重要な要素であることを明らかに

している。 

第８章では、まとめと今後の課題について述べている。 

 
論文審査の結果の要旨 

 

本論文は、描き手に内在するイメージが新鮮なうちに、そのイメージをより表現しやすいファッ

ションイラストレーション描法と、イメージに近い被服を制作するための設計図を描きやすいフ

ァッションイラストレーション描法を開発し、これら新描法の有用性を評価した。これまでファ

ッションデザイン画とそれを基に制作された被服作品とでは、それらから受ける印象の違いが大

きいため、被服設計用ファッションイラストレーションの新描法の開発が求められていた。申請

者はこの問題に取組み、ファッションイラストレーションの変遷に関する考察結果などから発想

した、水墨画の描法を取り入れたファッションイラストレーション新描法を開発した。たとえば

水墨画の描法で創り出される暈しは、ファッションイラストレーションの表現の要である、美し

さ、軽快さおよび新鮮さの前提の上に、初期イメージの鮮度の保持と深い感性表現を実現する一

手法として、可能性を秘めた描法であることを明らかにした。描き手に内在するイメージを新鮮

なうちにより的確に正確に描くための一手法として水墨画の描法をファッションイラストレーシ

ョンに全体的に取り入れて、なおかつ系統立ててその効果を検証した例は初めてであり高い評価

に値する。また、被服設計用ファッションイラストレーションに関する新描法に関しては、意匠

図の新作画システム（意匠図原型作画方式）を開発し、その一環としてリアルプロポーション、

意匠図基本プロポーションおよび意匠図原型を作成し、その有用性を実証し提案した。これは被

服造形の教育において人体寸法より起こした被服原型から平面作図に至る一連のシステムに対応

するものであり、被服設計用ファッションイラストレーションの発展に大きく貢献するものであ

る。以上のように申請者の研究は、描き手の抱くイメージを新鮮なうちにより表現しやすいファ

ッションイラストレーション描法と被服設計用ファッションイラストレーション描法を開発し、

適切な検証を通してそれらの有用性を示しており高く評価できる。 

 本論文は申請者を筆頭とするレフリー制度のある３編の学術雑誌論文と１編の国際会議発表論

文を基に構成されている。なお、本研究に関連する業績として著書１編がある。 
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